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水田の藻はなぜ発生する？ 

)) 

≪発生後の防除≫ 

 田植え直後に発生すると、除草剤拡散

を抑えることになり除草の効果にムラが

生じます。また、生育中に発生すると、

水温、地温が上昇せず生育遅れなどが生

じます。 

１）落水 夜間落水し１～２日後に新し

い新鮮な水を入れる。 

２）モゲトン粒剤（２～３kg/10a）の施

用 藻やウキクサに対する速効性の除草

剤です。ジャンボ剤もあります。 

―ＴＡＣ information―  

≪アオミドロ、アミミドロ≫ 

水温 20℃前後で発生する藻類。30℃以

上では死滅します。窒素、りん酸、有機

物が多い場合、ｐＨが高い場合などで発

生しやすいとされています。アオミドロ

は綿くず状でヌルヌルしています。アミ

ミドロは鮮やかな黄緑色でサラサラし

た感じです。また、ミドリムシや珪藻類

などのプランクトンでも水面が赤っぽ

く見えたりします。これらは、いくつか

の種類が同時に発生していることが多

いようです。 

 害虫防除専用の黄色 LED は、オオタバコガなどの

夜蛾類の行動を抑制し、害虫の被害を減らす技術で

す。JA 京都中央管内では、ナス畑の周囲にこの LED

を設置して果実の被害を防いでいる農家の方が年々

増えています。 

写真は設置作業の様子と夜間の点灯風景です。 

 

赤い色の藻やプランクトンの発生状況 

 

 

 

アミミドロの発生状況 



 

 

京都府病害虫防除所より発生予察情報が出ています。 

情報を参考に、自分の作物の観察に当たってください。 


